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｢本を読むことが好き｣な小中学生 は69.3％

一方で1週間の読書時間は、｢全く読まない｣17.4%、 ｢1時間未満｣55.2%

公益財団法人 博報堂教育財団の調査研究機関 こども研究所は、全国の小学4年生～中学3年生を対象に、子どもをとりまく
さまざまなトピックスについて調査を実施しています。今回は秋の読書週間を前に、｢子どもの読書｣について調査しました。
小中学生に本を読むことが好きかを聞いたところ、｢好き｣と回答した子どもは69.3％でした。一方、1週間の読書時間は
｢全く読まない｣が17.4％、｢1時間未満｣が55.2％で、あわせて72.6％となりました。本を読むことが好きな子どもが約7割も
いるにもかかわらず、実際の読書時間は必ずしも長くないことがわかりました。

■ ｢子どもの読書｣調査 結果のポイント

1. ｢本を読むことが好き｣な小中学生は69.3％

2. 1週間の読書時間は、｢全く読まない｣が17.4%、｢1時間未満｣計が55.2%

3. ｢本を読むのは楽しい｣は 63.9％ だが、｢本を読むより動画やゲームのほうが楽しい｣は 76.5% 

4. 読書が好きな理由は｢夢中になれる｣｢新しいことを知ることができる｣

5. 本を知るきっかけは、図書室・本屋・教室に加えて、動画、アニメ・ゲーム・テレビ・映画、インター
ネットなどのメディアコンテンツも

6. 子どもの読書好き度は、保護者の読書習慣や子どもへの働きかけがあるほど高くなる

7. 学校は、読書が好きではない子どもが本とふれあう貴重な機会

*小中学生＝小4～中3生(以下同様)
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公益財団法人 博報堂教育財団こども研究所 亀田、島津

https://www.hakuhodofoundation.or.jp/contact/ (お問い合わせページ)

博報堂教育財団 こども研究所が ｢子どもの読書｣調査の結果を発表

■ 本件に関するお問い合わせ

※小数第2位を四捨五入しているため､各項目を足しあげた数値が合計値と一致しないことがあります。

▼このアンケートにおける｢本｣は以下を指します。
絵本、物語・小説、伝記・ノンフィクション・エッセイ、ひみつ・知識・雑学の本、やり方・作り方の本(スポーツ、ゲーム、工作など)、
謎解き・なぞなぞ・クイズ・パズル、普通のまんが(ストーリーまんが)、学習まんが、図鑑・辞典、写真集、イラスト集
※紙の本だけでなく、電子書籍、オーディオブックなども含めます

●読書好き度

Q.あなたは、本を読むことがどれくらい好きですか。

●1週間の読書時間

Q. あなたは、普段の１週間で、何時間くらい本を

読みますか。
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1．｢本を読むことが好き｣な小中学生は69.3％

■ 博報堂教育財団 こども研究所 ｢子どもの読書｣調査 結果詳細①

Q. あなたは、本を読むことがどれくらい好きですか。
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●読書好き度

Q. あなたは、普段(夏休みではない普通の時)の１週間で、何時間くらい本を読みますか。
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• 小学4年生から中学3年生の男女1200人に｢本を読むことが好きか｣を聞いたところ｢好き｣計は69.3％でした。

• 内訳をみると、最も読書好き度合いが高い｢大好き｣と回答した子どもは12.8％、｢好き＋まあ好き｣計が56.6%、
｢好きではない｣計が30.7%でした。

• 小中学生別にみると、｢大好き｣の割合は小学生では16.8%ですが、中学生では8.7%。｢好き｣計でみても、
小学生72.8%、中学生65.8%となり、中学生になると読書好きの比率が少なくなる傾向がみられました。

• 1週間の読書時間を聞いたところ、｢全く読まない｣が17.4％ 、｢1時間未満｣計が55.2％となり、約7割の子ども
は、読書時間がゼロまたは週1時間未満という結果になりました。｢1時間以上｣は3割弱にとどまりました。

• 小中学生別にみると、1週間に本を｢全く読まない｣割合は、小学生12.8％に対し、中学生では22.0％と約10pt
高く、中学生になると読書時間が減少する傾向がみられました。

• また読書が｢大好き｣な子どもでは｢1時間以上｣が68.0%ですが、｢好き＋まあ好き｣計では31.7%に半減。
｢読書が好き｣と回答している子どもでも、実際の読書時間は必ずしも長くないようです。

2．1週間の読書時間は、｢全く読まない｣が17.4%、｢1時間未満｣計が55.2%
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【読書好き度別】

※小数第2位を四捨五入しているため､各項目を足しあげた数値が合計値と一致しないことがあります。
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3．｢本を読むのは楽しい｣は 63.9％ だが、｢本を読むより動画やゲームのほうが
楽しい｣は 76.5% 

• 読書に関する意識について聞いたところ、｢本を読むのは楽しい｣と答えた子どもは63.9％でした。

• 一方｢本を読むよりも動画やゲームのほうが楽しい｣は76.5％となり、｢本を読むのは楽しい｣よりも12.6pt
高い結果となりました。

• ｢本を読むよりも動画やゲームのほうが楽しい｣については、本を読むのが｢大好き｣な子どもでも51.0％、
｢好き＋まぁ好き｣計では77.9％が｢そう思う｣計と回答しています。

• 本を読むことを楽しいと感じている子どもは多いものの、動画やゲームはそれ以上に魅力的な娯楽として
子どもたちに認識されているようです。

Q. 本を読むことについて、あなたの気持ちに近いものを教えてください。
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※小数第2位を四捨五入しているため､各項目を足しあげた数値が合計値と一致しないことがあります。

■ 博報堂教育財団 こども研究所 ｢子どもの読書｣調査 結果詳細②

【読書好き度別】
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4．読書が好きな理由は｢夢中になれる｣｢新しいことを知ることができる｣

• 普段読む本の種類は｢物語・小説｣が45.3％で最も高く、｢普通のまんが｣が43.6％でほぼ同率。次いで｢学習ま
んが(29.3％)｣、｢ひみつ・知識・雑学(27.1%)｣、｢図鑑・辞典(24.6%)｣となりました。

• 本を読むことが好きな理由は｢夢中になれる｣が43.1％で最も高く、次いで｢新しいことを知ることができる
(39.2％)｣、｢ひまな時でも楽しくすごせる(35.0％)｣となりました。

• 本が｢大好き｣な子どもでは、｢夢中になれる｣が64.7％で最も高く、次いで｢ドキドキワクワクできる(56.9％)｣、
｢新しいことを知ることができる(56.2％)｣となり、上位にあがる理由が全体とは異なります。また、｢想像の
世界に入りこめる｣も51.6％と半数を超えました。本が｢大好き｣な子ほど、本の世界に没入することを読書の
魅力としてとらえているようです。

Q. あなたが、普段(夏休みではないふつうの時)読む本の種類を教えてください。

●普段読んでいる本の種類  ※全体(1200人) 回答
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Q. あなたが｢本を読むことが好き｣なのはなぜですか。あてはまるものをいくつでも教えてください。

● 本を読むのが好きな理由 ※｢読書が好き｣計(832人)のみ回答
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■ 博報堂教育財団 こども研究所 ｢子どもの読書｣調査 結果詳細③

【読書好き度別 上位5項目】
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5．本を知るきっかけは、図書室・本屋・教室に加えて、動画、アニメ・ゲーム・
テレビ・映画、インターネットなどのメディアコンテンツも

• 読む本を知るきっかけは｢学校の図書室(55.5％)｣、｢本屋(48.6%)｣、｢学校の教室の本棚(34.1%)｣が上位に。

• また｢動画(25.0％)｣、｢アニメ・ゲーム・テレビ・映画(20.9％)｣、｢インターネットの記事やブログ(16.5％)｣
と、それぞれ2割前後。学校や本屋だけでなく、動画やアニメ・ゲーム・テレビ・映画、インターネットなど、
さまざまなメディアコンテンツが、子どもが本と出会う入り口になっていることがわかります。 

• 本を読んだ後にしたことがあることでは、｢同じシリーズや同じ作者が書いた本を読む｣が33.3％で最も高く、
次いで｢家族や友だちなどと感想を話し合う(30.8％)｣、｢読んだ本を家族や友だちにすすめる(25.9％)｣でした。 

• 読書が｢大好き｣な子では、｢その本のアニメやドラマ、映画などを観る｣が43.9％(全体24.5％)、｢本に出てき
たことを自分でやってみる｣が30.4％(全体15.5％)、｢本に出てきた場所やお店などに行く｣が23.6％(全体
11.6％)となり、いずれも全体を大きく上回りました。 

• 動画やアニメ、ゲーム、映画などが本と出会うきっかけとなり、読後には、人と話す、映像作品を見る、
実際にやってみる、本に出てきた場所へ行くなど、読書の入口も出口も多様になっているようです。特に
本が｢大好き｣な子は、本を起点にさまざまな方向へ世界を広げ、読書を立体的に楽しんでいるようです。

Q. あなたは普段、どんなきっかけで読む本を知りますか。あてはまるものをいくつでも教えてください。

●読む本を知るきっかけ ※読書をしている人 (991人)のみ回答
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Q. あなたが本を読んだ後にしたことがあることを教えてください。あてはまるものをいくつでも教えてください。
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● 本を読んだ後にしたことがあること ※読書をしている人 (991人)のみ回答

■ 博報堂教育財団 こども研究所 ｢子どもの読書｣調査 結果詳細④
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6. 子どもの読書好き度は、保護者の読書習慣や子どもへの働きかけがあるほど
高くなる

Q. あなたは、本を読むことがどれくらい好きですか。

●【子ども回答設問】 読書好き度

• 家庭での読書環境が子どもの読書好き度に与える影響を知るため、保護者の読書時間と子どもの読書好き度
の関係をみました。

• 保護者の読書時間が｢週1時間以上｣の家庭では、本を｢好き｣計と回答した子どもが91.8%と非常に高く、全体
の69.3％を22.5ptも上回りました。 

• また保護者に対して、子どもの読書に関する気持ちや行動についても聞きました。本が｢大好き｣な子どもの
保護者では、｢子どもの関心にあった本を用意している(いた)｣が88.9％(全体67.0％)、 ｢よく読み聞かせをし
ている(いた)｣が83.7％(全体50.8％)、｢図書館によく連れていく(いった)｣が82.4％(全体49.0％)、｢本屋によく
連れていく(いった)｣81.7％(全体52.2％)と、いずれも全体を20～30ptと大きく上回りました。

• 保護者の読書習慣や、保護者から子どもへの読書に対する働きかけがある家庭ほど、子どもの読書好き度が
高くなる傾向がみられました。子どもの読書好き度は家庭の読書環境との関連があるようです。

【保護者回答】Q. あなたのお子さまについて、あなたのお気持ちや行動に最も近いものを教えてください。

●【保護者回答設問】 子どもの読書に関する保護者の意識と行動
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【保護者の読書時間別】

69.3%

91.8%

74.6%

36.3%

※小数第2位を四捨五入しているため､各項目を足しあげた数値が合計値と一致しないことがあります。

■ 博報堂教育財団 こども研究所 ｢子どもの読書｣調査 結果詳細⑤

【子どもの読書好き度別】
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7. 学校は、読書が好きではない子どもが本とふれあう貴重な機会

• 本を読むタイミングについて聞いたところ、｢学校がお休みの日(66.5%)｣、｢学校から帰ってきた後の家で過
ごす時間(63.1%)｣など家庭関連が上位となりました。次いで｢学校の朝読書(35.7% )｣｢学校の休み時間や自由
時間(24.8%)｣となり、学校関連の項目があがりました。

• 最近1年間に｢学校の図書室で本を借りたことがある｣子どもは65.5％、｢学校の授業や宿題で本を読むことが
ある｣は62.8%、｢通っている学校には読書時間がある｣は51.3％となりました。

• 読書が好きではない子どもでも、｢学校の授業や宿題で本を読むことがある｣が49.7%、｢学校の図書室で本を
借りたことがある｣が44.3%、｢朝読書の時間がある｣が42.1%と、学校関連項目では4～5割となりました。 

• 読書があまり好きではない子どもにとって、学校の図書室や朝読書など、学校での読書に関する取組は本と
ふれあう貴重な機会となっているようです。学校は、家庭の読書環境にかかわらず、子どもと本をつなぐ
“読書のセーフティネット”としての役割を果たしていると言えそうです。

Q. 本を読むことについて、あなたにあてはまるものをそれぞれ教えてください。

●学校での読書に関する活動

65.5

62.8

51.3

48.2

46.6

89.5

77.8

72.5

68.0

61.4

71.6

66.4

51.5

50.5

50.8

44.3

49.7

42.1

35.6

32.6

0 20 40 60 80 100 (%)

全体(1200人)

大好き(153人)

好き＋まあ好き計(679人)

好きではない計(368人)

最近１年間に、学校の図書室で

本を借りたことがある

学校の授業や宿題で

本を読むことがある

通っている学校には

朝読書の時間がある

夏休みに読書の

宿題が出ている

夏休みに読書感想文の

宿題が出ている

Q. 普段、あなたはいつ本を読みますか。あてはまるものをいくつでも教えてください。

●本を読むタイミング

66.5

63.1

35.7

24.8

12.5

79.1

83.8

49.3

47.3

31.8

68.2

65.7

32.7

23.6

11.4

51.3

38.5

35.4

11.8

1.5

0 20 40 60 80 100 (%)

全体(1200人)

大好き(153人)

好き＋まあ好き計(679人)

好きではない計(368人)

学校がお休みの日

学校から帰ってきたあとの

家ですごす時間

学校の朝読書の時間

学校の休み時間や自由時間

学校にいく前に家ですごす時間

■ 博報堂教育財団 こども研究所 ｢子どもの読書｣調査 結果詳細⑥
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今回の調査を企画したきっかけは、こども定点調査2025で、まんがや雑誌を含めて｢読む｣行動が減ったことでした。

本調査では、まんがや学習まんが、図鑑、写真集なども含めて｢本｣を幅広く定義して読書の実態を聞きましたが、

それでも読書時間が週1時間未満またはゼロという子どもが約7割という結果に。読書が好きな子どもが多いにもか

かわらず、実際の子どもたちの読書時間は必ずしも長くないようです。背景には、動画やゲーム、アニメ、テレビ、

映画など、多様な娯楽との時間配分がありそうです。ただ興味深いのは、こうしたメディアコンテンツは子どもの

読書時間を減らすだけではなく、子どもが本と出会うきっかけや本を深めるための手段にもなっている点です。

幼い頃から多様なメディアコンテンツに囲まれて育っている世代ならではの、新しい読書スタイルの芽生えなのか

もしれません。また、学校が子どもと本をつなぐ大切な接点になっていることも調査からみえてきました。特に、

読書があまり好きではない子どもにとって、学校は、図書室や朝読書、授業などを通じて本に触れる機会の確保に

つながっており、家庭の読書環境にかかわらず、子どもと本を結びつける大切な役割を果たしているようです。

◆調査手法 ：インターネット調査

◆調査エリア ：全国

◆調査対象者 ：小学４年生～中学３年生

※調査にあたっては事前に保護者の承諾を得て行っています。

◆サンプル数・有効回答数 ：1,200人

◆調査実施日 ：2026年8月9日(日)

◆企画・分析 ：公益財団法人 博報堂教育財団 こども研究所

◆実施・集計 ：QO株式会社

◆調査パネル ：株式会社マクロミル

【公益財団法人 博報堂教育財団】

博報堂教育財団は、児童に対する国語教育と視覚・聴覚障がい者に対する教育を助成し、あわせてその活動に関す
る調査研究を行うことで、健全な人間形成に寄与することを目的に、1970年に設立されました。以降、｢子ども｣
｢ことば｣｢教育｣を活動領域ととらえ、さまざまな活動を行っています。
財団設立時から続く優れた教育実践活動を顕彰する｢博報賞｣をはじめ｢児童教育実践についての研究助成｣｢教職育
成奨学金｣｢日本語教育プログラム｣｢社会啓発事業｣さらに｢調査研究事業｣などの活動を行っています。

【こども研究所】

博報堂教育財団 こども研究所は、弊財団の調査研究事業の一環で、2017年に設立されました。独自の調査や実験
的な取り組みで子どもの姿をありのままにとらえ、その新たな可能性を発見します。さらに、それを社会と共有す
ることで、子どもに対する見方やイメージを広げていくことを目指しています。

こども研究所ホームページでは、調査研究の結果を広く公開 しています。
https://kodomoken.hakuhodofoundation.or.jp/ 

◼ 公益財団法人 博報堂教育財団 こども研究所 亀田、島津

https://www.hakuhodofoundation.or.jp/contact/ (財団お問い合わせページ)

本件に関するお問い合わせ

｢子どもの読書｣調査結果に関する研究員コメント

博報堂教育財団 こども研究所  ｢子どもの読書｣調査概要

公益財団法人 博報堂教育財団／こども研究所について

(人) (人)

学年

男子 女子

小学４年生 100 100 200 30代 65 111 176

小学５年生 100 100 200 40代 402 336 738

小学６年生 100 100 200 50代 214 72 286

中学１年生 100 100 200 合計 681 519 1,200

中学２年生 100 100 200

中学３年生 100 100 200

合計 600 600 1,200

計計
性別

父親 母親

https://kodomoken.hakuhodofoundation.or.jp/
https://www.hakuhodofoundation.or.jp/contact/
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